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1 　 たとえば『季刊日本思想史』74号（2009年）の「特集 村岡典嗣－新資料の紹介と展望」など参照。
2 　 池上隆史「村岡典嗣年譜（一）」（『日本思想史研究』34、2002年）、同「同二」（同35、2003年）、同「同三」
（同37、2005年）、同「同四」（同38、2006年）、同「村岡典嗣年譜－東北帝国大学文化史学第一講座着任か
ら日本思想史学会成立まで（上）」（『年報日本思想史』 2 、2003年）、同「同（下）」（同 3 、2004年）など。
3 　 村岡典嗣著作集刊行会（代表者：石津照璽）編『神道史』（創文社、1956年）所収。引用にあたり旧字体
は新字体に改めた。
4 　 仙台市弓ノ町42。村岡典嗣は宮城県内で一、二度転居しており、弓ノ町の自宅は生前最後の住居。
5 　田能村竹田（1777-1835）は江戸時代の高名な文人画家。
6 　「老人性ＴＢ」という記述による。「ＴＢ」とは Tuberculosis（結核）の略。
7 　 村岡起家（1885-1968、旧姓柳下）。明治41年（1908）村岡と結婚し二女三男あり。
8 　 村岡稜威子（1910-？）。福尾猛市郎（1908-1990）と結婚。
9 　 渡辺教授の御教示による。結核に対する化学療法の進展については、『呼吸器学100年史』（社団法人日本
呼吸器学会、2003年）p.99参照（島尾忠男執筆）。
